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小説 の 舞 台
菊川 を 巡 る
物語 の 聖地

小説から続く、物語。

Step into the story

Background and Process

Let's explore Kikugawa

市役所本庁舎前に実在する「幸せを届ける黄色い
ポスト」をモチーフに書き下ろされた小説「幸せの
黄色いポスト それは、十年前から届いた手紙でし
た」では、ポストだけでなく市内に実在する場所が
多数登場します。
３月13日、小説の主要な舞台として登場する５つ
の場所に聖地巡礼スポットとして、オリジナル看板
が設置されました。
春の空気を感じながら小説を手に、聖地巡りをお楽
しみください。菊川の新たな魅力に出会う素敵な空
間があなたをお待ちしています。　

◀市ホームページ（幸せの黄色いポスト）

夫を亡くして一周忌を迎えた、もうすぐ40歳になる美
穂。夫が借りていた棚田を前に、穏やかな時を感じ
思いをはせる―そんな場面が描かれています。

第４章に登場するイベント「茶畑の中心で愛を叫ぶ」
が実際に開催される中央公園。登場人物たちがこの公
園で思いのたけを叫ぶ印象的な場面です。

世界を広げたいのに、一歩を踏み出せない会社員の
主人公・明日香。塩の道公園の展望台から景色を
見つめ、自分自身と向き合う場面が描かれています。

全ての章で物語の鍵となる市役所本庁舎前の黄
色いポスト。３章では、10年前の娘から届いた
手紙を受け取る心揺さぶる場面がイラストに。

高校２年生の優衣の元に届いた 10 年前の手紙。
差出人は片思い中の彼…？夕焼けに染まる赤レンガ
倉庫を背景に、青春のときめきがよみがえります。

大切な人からの言葉が染みる、5 つ
の感涙ストーリー。10年前に、「幸
せの黄色いポスト」に投函された
手紙が、様々な境遇の男女 5 人に届
くことに――。
【発行日：令和７年４月17日】

「聖地巡礼プロジェクト」として、
ガバメントクラウドファンディング®を
募り、完成したオリジナル看板。
イラストは、本小説のカバーイラスト
を描いている “つじこ先生” が手掛
けました。

　幸せを届ける黄色いポストは、令和６年に市が日本
郵便株式会社と包括連携協定を締結したことを機に、
市役所本庁舎前に誕生しました。従来からあった
赤いポストに市職員らが、黄色いペンキを手作業で
塗り、完成したポスト。 完成後には、市制10周年記
念の時に市民の皆さんからお預か
りした「10 年後へのメッセージ」
を市制 20 周年記念事業として発
送し、“幸せ” を届けました。

小説の誕生といぬじゅん氏

幸せを届ける黄色いポスト
看板の設置場所とイラストを紹介します

あの場面が、
看板になって現地に！

菊川赤レンガ倉庫（第１章）

幸せを届ける黄色いポスト（第３章）

オリジナル看板
つじこ先生/イラスト

小説：幸せの黄色いポスト
いぬじゅん / 著　集英社オレンジ文庫

菊川中央公園（第４章）

塩の道公園（第２章）

千框棚田（第５章）

ポストにペンキを塗る長谷川市長▶

　小説発売を記念し、いぬじゅん氏が市長と語る
トークイベントの開催や「茶畑の中心で愛を叫ぶ」
へのゲスト出演など、本小説に関連したイベント
が開催されました。さらに、新たな魅力発信を目
指し、本紙で紹介した看板設置などの聖地化が
進められています。また市民団体による舞台公演
の実施や映画化に向けた動きも
生まれるなど、物語は今も広がり
続けています。

中学生二人芝居『茶畑に愛を叫ぶ』▶

　小説『幸せの黄色いポスト』の執筆を手掛けた
のは静岡県在住の小説家・いぬじゅん氏。平成26年
に『いつか、眠りにつく日』でデビュー後、恋愛
や生死をテーマにした作品で人気を集めてい
ます。本小説の執筆が決まると、いぬじゅん氏は
イメージを膨らませようと関係者の案内で、菊川市
を探訪。昨年４月、市内に実在する地名や
スポットが多数登場する小説が誕生しました。

▲プラザきくるを訪問 ▲トークイベント集合写真

あなたも、このまちで
物語の続きを

紡いでいきませんか？　   

現地の看板にはイラストと併
せて小説本文の一部を掲載。
ぜひ、物語の世界に浸ってみ
てください。

問い合わせ
市長公室営業戦略係☎35-0924

上倉沢公会堂より北東へ約 200 ｍ先
「千框看板」付近

看板設置場所

公園内北東側の階段を昇った上に広がる
「茶畑広場」ゴリラのモニュメントが目印

看板設置場所

赤レンガ倉庫東側 広場看板設置場所

菊川市役所本庁舎前バス停付近
黄色いポストの横

看板設置場所

展望台看板設置場所
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